
２０２３．１１

第２３７号（１）陸上自衛隊

第５旅団広報紙

第５旅団司令部

総務課 広報班

発 行 所

主 な 記 事
１面 オリエントシールド２３
２面 第２次旅団訓練検閲

北部方面隊優秀隊員総監招待行事
３面 第５後方支援隊武装走競技会

方面隊戦車射撃競技会に第５戦車隊

４面 イベント告知

訓練開始式

防空射撃訓練

警備訓練戦闘訓練

戦闘訓練 戦闘訓練

衛生訓練射撃訓練

文化交流 アイスブレイク 技術交換

が参加

第５旅団（旅団長 鳥海陸将補）は、９月１４日（木）から２３日（土）までの間、上富良野演
習場、静内対空射場及び奄美駐屯地において、オリエントシールド２３に参加しました。
本訓練は、陸上自衛隊及び米陸軍の部隊が、それぞれの指揮系統に従い、作戦を遂行する際の連
携要領を演練するとともに、共同対処能力の向上を図ることを目的として、日米による指揮所訓練、
戦闘訓練（兵站・衛生支援態勢の構築含む）、実弾射撃訓練、防空戦闘訓練、重要施設防護訓練を
実施しました。また、訓練以外では、相互理解を得るため、綱引きや自衛隊体操など日本ならでは
の文化交流をしました。訓練終了後には、研究会による各種訓練成果の情報共有や意見交換を通じ
て、今後の訓練の資を得るとともに、両指揮官から優秀隊員を表彰して、その活躍を労いました。
第５旅団は、本訓練を通じて、日米の相互理解を得るとともに、各種連携訓練により、共同対処
能力が向上しました。
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検閲は、６日の釧路駐屯地から美幌駐屯地を経由して然別演習場までの約３００ｋｍに及ぶ車両
機動を皮切りとし開始され、７日夕から然別演習場内で約４０ｋｍの徒歩行進を実施し、８日早朝
に集結地を占領しました。同日、情報小隊による敵情の解明、火力調整会議による綿密な火力発揮
のための調整などを行い、攻撃準備態勢を完了しました。９日早朝、攻撃を開始した第２７普通科
連隊は、火力と機動力を密接に連携させ、同日夕に連隊の目標を奪取しました。その後、後続部隊
の超越支援を完了し、武器手入れ、車両点検及び弾薬補給等を実施するとともに、次の作戦のため
の準備態勢を整えました。翌１０日早朝には、じ後の部隊運用案について、演旅団長に報告し、状
況が終了しました。
状況終了後の概評において、旅団長からは「第２７普通科連隊は、全隊員が一丸となり、これま
での練成成果を遺憾なく発揮した結果、本訓練検閲の任務を完遂した。引き続き、及川連隊長を核
心として、任務に励み、職務を果たしてもらいたい」と訓示を受け、本訓練検閲を終了しました。

４０ｋｍ徒歩行進

訓練開始式

空路潜入

命令下達 攻撃前進

協同部隊との連携

第５施設

第５戦車隊

鈴木 真３曹

第２７普通科連隊

第５特科隊

善田崇孝准尉

第５旅団は、１０月６日（金）から１１日（水）までの間、
釧路駐屯地、美幌駐屯地及び然別演習場において、第２次旅団
訓練検閲を実施しました。
本検閲は、第２７普通科連隊（連隊長 及川１佐）の訓練練
度を評価するとともに、その進歩向上を促すことを目的に、陣
地攻撃を主体とする一連の作戦における増強普通科連隊の行動
を検閲課目として実施しました。

連隊最先任としての功績

ＹＳ８３参加時による
通訳としての功績

第５旅団の第２７普通科連隊の善田崇孝准尉
及び第５特科隊の鈴木真３曹は、１０月１４日
（土）、ロイトン札幌において、北部方面隊に
よる優秀隊員総監招待行事に参加し、北部方面
総監から令和６年の方面優秀隊員として、表彰
されました。
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第５後方支援隊（隊長 植田１佐）は、１０月２
日（月）から４日（水）までの間、帯広駐屯地にお
いて、令和５年度武装走競技会を実施しました。
本競技会は、旅団冬季戦技競技会「優勝」獲得に
向けた中間目標として、基礎体力の維持・向上を図
るとともに、部隊等の団結の強化及び士気の高揚を
目的に行われました。約３ｋｍの起伏が激しいコー
スでしたが、隊長要望事項である「自分に負ける
な」を隊員一人一人が守り、最後まで全力で走り抜
きました。
結果は、第１整備中隊が総合優勝に輝き、本競技
会の幕を閉じました。

総合優勝は第１整備中隊

一斉にスタートを切る隊員

練成成果を発揮

コース終盤では心臓破りの
坂を乗り越えていく

第５戦車隊（隊長 三浦２佐）は、１０月２３日（月）から２７日（金）までの間、北海道大演
習場において、令和５年度方面隊戦車射撃競技会に参加しました。
本競技会は、方面隊内における戦車部隊の戦闘射撃練度の向上を図るとともに、部隊の団結強化
及び隊員の士気高揚に資することを目的に実施され、参加隊員からは「各種練成射撃を通じて射撃
諸元を分析してきた。本番において、練成成果を遺憾なく発揮できるよう全力を尽くしていく」と
優勝に向けた意気込みが語られました。競技会当日、第５戦車隊は、機動と連携した正確な射撃技
術を発揮し、２ｋｍ先の目標に次々と命中させていきました。結果については、優勝することが出
来ませんでしたが、射撃練度の向上に繋げれた場となりました。
第５戦車隊は、引き続き、どんな状況下でも戦える隊を目指すため日々訓練に励んでいきます。

機動と連携した正確な射撃
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第５旅団
ホームページ

検 索 各種イベントや部隊の紹介、過去の「ひがし北海道だより」など情報が盛り
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帯広駐屯地（司令 井川１佐）は、１０月１

日（日）、帯広駐屯地殉職者隊員追悼式を行い

ました。殉職された二十二の御霊に対し、追悼

の意を表すとともに、我が国の平和と繫栄を祈

願しました。

帯広駐屯地殉職者隊員追悼式

二十二柱に追悼の意

詳しくは第５旅団

ホームページでご確認を

イベントのお知らせ

クリスマスコンサート２０２３

儀仗 献花

追悼の辞


